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平成２３年７月三木市教育委員会（定例会）会議録 

 

◇ 日  時 

１ 開  会  平成２３年７月２０日（水）午後２時００分 

２ 閉  会  平成２３年７月２０日（水）午後４時５５分 

 

◇ 場  所   三木市役所 ５階 大会議室 

 

◇ 会  議 

１ 開  会 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 前回会議録の承認 

４ 審議事項 

報告第５号 平成２３年度三木市立幼稚園入園料及び保育料の減額の

決定について 

議案第９号 平成２４年度から平成２７年度までの間に使用する中学

校教科用図書の採択について 

議案第10号 平成２４年度に使用する学校教育法附則第９条に規定す

る教科用図書の採択について 

議案第11号 三木市教育委員会職員の任免等について 

議案第12号 三木市美術館協議会委員の委嘱について 

５ そ の 他 

協議事項４ 教育委員会の点検・評価報告書（案）について 

６ 閉  会 

 

◇ 会議に出席した者の職氏名 

教育委員  １番 教 育 委 員 長 里 見  俊 實 

２番 教育委員長職務代行者 水 島  慶 子 

３番 教 育 委 員 稲 見  秀 穂 

４番 教 育 委 員 井 口    徹 

５番 教育委員（教育長） 松 本  明 紀 

事 務 局     教 育 部 長 椿 原  豊 勝 

教 育 総 務 課 長 清 水  正 則 

教 育 環 境 整 備 課 長 井 上  博 務 
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学 校 教 育 課 長 穂 積  正 則 

文化スポーツ振興課長 松 村  正 和 

教 育 セ ン タ ー 所 長 梶 本  佳 照 

図 書 館 長 告 野  幹 也 

教育総務課課長補佐 稲 岡    孝 

教 育 総 務 課 主 事 北 村  エ ミ 

 

傍 聴 者 ３人 

 

◇ 会議内容 

里見委員長が傍聴を許可し、傍聴者が入場した。 

 

１ 開  会 

里見委員長が、平成２３年７月三木市教育委員会定例会の開会を宣言

した。 

 

２ 会議録署名委員の指名 

里見委員長が、本日の会議の会議録署名委員に、井口委員と松本教育

長を指名した。 

 

３ 前回会議録の承認 

里見委員長が、平成２３年６月定例会の会議録の承認について諮り、

全員一致で承認された。 

 

４ 審議事項 

里見委員長が、報告第５号は個人情報を含む事件であること、また議

案第１１号は職員の人事に関する事件であること、議案第１２号は附属

機関等の委員の委嘱に関する事件であることから、いずれも三木市教育

委員会会議規則第７条第１項ただし書きの規定により、秘密会として日

程の最後に審議することについて諮り、全員一致で了承された。 

 

里見委員長が、議案第９号及び議案第１０号を一括審議することにつ

いて諮り、全員一致で了承された。 

 

【議案第９号】平成２４年度から平成２７年度までの間に使用する中学
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校教科用図書の採択について 

○ 穂積学校教育課長が次のように説明した。 

三木市の公立中学校で使用する教科用図書（教科書）は、これ

までから北播磨採択地区協議会において、候補図書の中から採択

図書を選定し、それを参考に各市町教育委員会が審査、採択して、

兵庫県教育委員会へ報告することとしている。 

北播磨採択地区協議会では、教科用図書調査委員会を設置し、

当該委員会で選定を行なった結果の報告を受けている。 

本日、提案の教科用図書は、去る６月に各市町から選任された

調査委員が教科ごとに調査・検討を重ねた結果を受けて、北播磨

採択地区協議会が取りまとめ、管内各市町教育委員会に報告があ

ったものであり、その内容は、次のとおりである。 

国語は出版社５社から光村図書出版の「国語」、国語（書写）

は６社から東京書籍の「新しい書写」、社会（地理的分野）は４

社から帝国書院の「社会科 中学生の地理」、社会（歴史的分

野）は７社から日本文教出版の「中学社会 歴史的分野」、社会

（公民的分野）は７社から東京書籍の「新しい社会 公民」、社

会（地図）は２社から帝国書院の「中学校社会科地図」、数学は

７社から啓林館の「未来へひろがる数学」、理科は５社から啓林

館の「未来へひろがるサイエンス」及び「未来へひろがるサイエ

ンス マイノート」、音楽（一般）及び音楽（器楽合奏）は２社

から教芸出版の「中学生の音楽」及び「中学生の器楽」、美術は

３社から日本文教出版の「美術」、保健体育は４社から東京書籍

の「新しい保健体育」、技術家庭（技術分野）及び技術家庭（家

庭分野）は３社から開隆堂の「技術・家庭 技術分野」及び「技

術・家庭 家庭分野」、英語は６社から学校図書の「ＴＯＴＡＬ 

ＥＮＧＬＩＳＨ」の選定の報告を受けている。 

このうち、平成２３年度まで使用する教科用図書から出版社が

変更になるものは、国語、理科、音楽（器楽合奏）である。 

 

【議案第１０号】平成２４年度に使用する学校教育法附則第９条に規定

する教科用図書の採択について 

○ 穂積学校教育課長が次のように説明した。 

平成２４年度に使用する学校教育法附則第９条に規定する教科

用図書として、小学校５年生用の、国語、社会、算数、理科の点
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字図書１７冊を追加しようとするものである。 

 

（委 員）北播磨採択地区協議会の概要及び当該協議会における選定

の経緯について、説明いただきたい。 

 

（事務局）北播磨採択地区協議会は、各市町の教育長、学校関係者の

代表及びＰＴＡの代表で組織されている。 

事務局は構成市町が輪番制で担当しており、今回は西脇市教育

委員会が担当している。 

協議会設置後、作業の全体的な流れの確認や、実際に教科書を

調査する調査委員会の委員数を各市町教育委員会に割当てる。 

協議会委員及び調査委員会委員の氏名等は公表しないこととさ

れている。 

選任された調査委員は、各教科、それぞれ３日間を費やして調

査を行い、採択の理由などを取りまとめており、この調査結果を

受けて、採択地区協議会で検討された結果が、本日提案の図書採

択に関する報告書である。 

 

松本教育長が、候補となった教科用図書の閲覧を提案し、委員

長が委員に諮り、１０分間の閲覧時間を設けることとし、各委員

が閲覧した。 

 

（委 員）社会科の公民と歴史的分野の教科書を見せていただいた。

例えば、エネルギー、原子力発電、歴史的領土問題等が昨今問題

になっているが、いずれも現状等を客観的に記述したものであっ

た。 

そうした中では、教師が、この教科書をもとに、どのように教

えるかが重要であると感じた。 

その他、国際問題や人権問題などについても、教師の教え方、

あるいは、教育長、学校教育課長の指導や研修が大きな役割を果

たすことにもなろう。だからといって、どの教科書でも良いとい

うことではないが、そのような感想を持った。 

 

（委 員）社会科の歴史的分野の教科書を見せていただいた。この短

い時間の中で少し見ただけだが、今、問題になっている近・現代
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史の部分で各教科書の違いを感じた。 

どれが良い、どれが悪いということではなく、子どもたちが白

紙の状態で勉強する中で、自分の国の歴史に対して誇りが持てる

ような教育をすることが大切であると思った。 

 

（委 員）白紙の状態にある子どもたちに教える責任は非常に大きい

と考える。 

いったん覚えたことを後から修正することは極めて難しい。だ

から、どんな教え方をするかというのは、非常に重大な問題であ

ると考える。 

 

（委 員）例えば、年金問題について、子どもたちが、これから生き

ていくうえでの覚悟、自らがしなければならないことなどを、先

生方はどれほど的確に教えてくださるのかなと思いながら拝見さ

せていただいた。 

 

（委 員）今の子どもたち、特に中学生の中には、教科書を学校へ持

ってこない、あるいは学校に置いて帰る例が見受けられる。なぜ

かというと、自宅での勉強に使用しない、重たい、大きいなどが

理由のようである。先生方は注意されるようであるが、なかなか

改まらない。このたびの教科書も大判であると思う。 

もう１点は、英語の教科書の後ろには、その教科書に出てくる

単語の辞書が記載されている。そのため、最近の中学生は辞書を

見なくなっている。 

また、社会科の話があったが、今後、ますます教師の力量が問

われるようになると思う。 

 

（委 員）北播磨採択地区協議会には東播磨地区の市町教育委員会は

入ってないのか。 

 

（事務局）北播磨採択地区協議会は、北播磨５市１町で組織されてい

る。 

播磨東教育事務所の管内では、この北播磨の他、明石市が単独

で１つ、加古川市、高砂市、播磨町、稲美町で１つ、合計３地区

でそれぞれ採択地区協議会を設置して教科書採択を行なっている。 
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（委 員）三木市単独ではなく、北播地区内で合同で審査することの

メリットは何か。 

 

（事務局）三木市だけにとらわれるのではなく、北播磨全体の地域性

を考えた教育が非常に大切だと考える。そうした意味のメリット

はあると思う。 

 

（委 員）採択地区協議会は高等学校の学区単位に構成されているの

か。 

 

（事務局）結果としてそうなっている。 

公立高校の入試は、どの教科書を使っていても不公平のないよ

うに細心の注意を払って作られていると聞いている。しかしなが

ら、北播磨学区で同じ教科書を使う方が合理性があると思ってい

る。 

 

（委 員）以前に、どのような経緯でこの教科書が選定されたのか分

かるようにしていただきたいと要望申し上げた。 

今回、随分改善されたが、まだ分かり難い部分が残っている。 

 

（委 員）専門家でない我々が、この短時間の中で教科書を１つ１つ

審査し、判断することは極めて難しい問題である。そういう意味

から、現在のやり方が踏襲されてきているのだと考える。 

我々教育委員は、教科書の中身まで、判断しきれず、教育の専

門家である先生方が事前に調査した結果をもとに判断せざるを得

ない。そうしたことから、採択された教科書とされなかった教科

の差が明確に分かるようにしていただきたいとお願いしてきた。 

細かな点については、いろいろ課題もあろうが資料は随分改善

された。しかしながら、未だに、判断に苦しむところがあること

も事実である。 

 

（委 員）様々な教科書がある中、やはり、どのようにして提案の決

定に至ったのか、その過程を分かりやすくしていただきたいと思

う。 

先程も申し上げたが、随分と資料の改善もなされているが、今
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後、更に分かりやすくするために、採択地区協議会の議事録を資

料として提供いただけるよう要望する。 

 

里見委員長が、議案第９号及び議案第１０号について採決を行

い、全員一致で原案のとおり可決された。 

 

５ そ の 他 

(1) 協議事項 

里見委員長が、協議事項４は意思決定過程の案件であることから、

三木市教育委員会会議規則第７条第１項ただし書きの規定により、秘

密会として日程の最後に審議することについて諮り、了承された。 

 

(2) 報告事項 

ア 三木市教育振興基本計画の策定方針について 

○ 清水教育総務課長が次のように報告した。 

三木市教育振興基本計画（基本計画）策定の趣旨は、改正教育

基本法の規定を受けて、三木市の教育の振興を図る中期的な計画

を策定しようとするものである。 

計画の性格として、この基本計画は、三木市総合計画（総計）

の教育に関する部門別計画として位置付けることとする。ただし、

今回の基本計画の策定については、既に、総計の中に計画期間中

の教育分野の計画があることから、これらを修正、補筆するもの

とする。また、基本計画は、毎年度策定している「三木市教育の

基本方針」の柱とする。 

計画の内容は、三木市の教育の主要な分野を網羅した内容とし、

教育目標から施策までを示したものとする。 

計画の期間は、平成２４年度から、現在の総計の目標年度であ

る平成３０年度までとする。 

策定スケジュールについては、今年度内に策定したいと考えて

いる。 

計画の体系は、「心豊かに元気よく学び続ける人づくり」とい

う教育目標の下に、①子どもひとりひとりの力を伸ばす、②魅力

ある学校園づくりを進める、③学校・家庭・地域が連携し、子育

てを推進する、④誰もが生涯にわたり学習ができるまちをつくる

の４つの重点目標を位置づけようとするものである。 
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基本計画の内容については、今後、協議、議案審議をお願いし

たい。 

 

イ 子どもの居場所づくり事業について 

○ 清水教育総務課長が次のように報告した。 

平成２２年１０月に緑が丘小学校で開設した子どもの居場所づ

くり事業については、年度途中の開始となったこともあり、昨年

度の参加児童数は２、３人と少ない状況であった。 

しかしながら、本年度に入ってから参加児童数も増え、一番多

い時には１３人の児童が参加しており、平均１１人となっている。 

教室の内容は、サッカーなど子どもたちだけの自由遊びのほか、

指導者によるダブルダッチ（縄跳び）、環境教室、工作教室など

を行なった。 

 

ウ 学校教育課の主要行事等について 

○ 穂積学校教育課長が次のように報告した。 

第４回定例校園長会を７月５日に開催し、平成２３年度就学援

助・就園奨励の状況説明や、夏季休業を迎えるにあたっての生徒

指導等についての周知を図った。 

実施主要行事については、三木市中学校総合体育大会、第１回

同和教育伝承講座、東吉川小学校計画指導訪問等であった。 

今後の予定については、７月２１日から２３日までの間に東播

地区中学校総合体育大会、７月２９日に教職員人権教育研修会、

８月８日に教職員同和教育研修会等の事業を計画している。 

 

エ 就学援助及び就園奨励認定を行なった園児児童生徒数の状況につ

いて 

○ 穂積学校教育課長が次のように報告した。 

平成２３年度、６月３０日現在の、小学校の就学援助児童数は、

５８６人であり、全児童数に対する割合は１３．９パーセントで

ある。昨年度同時点は１４．２パーセントであり、０．３ポイン

ト減少している。 

中学校の就学援助生徒数は、３４８人、全生徒数に対する割合

は１５．２パーセントであり、昨年度比０．２ポイントの増加と

なっている。 
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幼稚園の就園奨励園児数は、平成２３年度、４歳児、５歳児合

計１１人で、率にすると２．４パーセントとなり、昨年度比０．

２ポイント減少している。 

 

（委 員）小学校、幼稚園で減少しているが、現在の不況の感覚とそ

ぐわない感じがする。 

学校園の教育の中で、親の経済的な理由で、子どもたちが引け

目を感じることのないよう十分な配慮をお願いしたい。 

 

（事務局）今後も、追加申請が出てくることが考えられる。そうした

中で、最終的には昨年度よりも多くなる可能性もある。 

学校では、家庭訪問や保護者面談を通じて、また、昨年度の認

定者で本年度の申請が出てない保護者との連絡などを行い、配慮

するように努めている。 

経済的な理由で、子どもたちが辛い目にあうことがないように

したいと考えている。 

 

オ 教育センター・青少年センターの主要行事等について 

○ 梶本教育センター所長が次のように報告した。 

７月５日に、ＪＩＣＡ（ジャイカ）の支援事業として、インド

ネシア国ジョグジャカルタ州から、教員を中心とした２２人のＩ

ＣＴ活用の視察訪問団を受け入れた。教育センター、緑が丘東小

学校において、ＩＣＴ活用の視察と意見交換が行われ、非常に熱

心に取り組まれていた。 

また、青少年センターでは、７月１日から２５日までの間に、

延べ７日巡回パトロールを実施したほか、市内に９箇所ある白ポ

ストの回収を行ない、有害図書（ビデオ、ＣＤ含む。）２，７１

３点を回収した。 

 

カ 図書館の主要行事等について 

○ 告野図書館長が次のように報告した。 

７月２５日に図書館協議会の開催を予定している。 

 

(3) 次回定例教育委員会の開催日時について 

里見委員長が、次回の定例教育委員会の開催予定日時について諮り、
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平成２３年８月１７日（水曜日）、午後２時から開催することを決定

した。 

 

里見委員長が傍聴者に退席を求め、傍聴者が退席した。 

 

午後３時２６分、里見委員長が、暫くの間休憩に入ることを宣言し

た。 

 

午後３時３５分、里見委員長が会議の再開を宣言した。 

 

６ 秘密会による審議及び協議 

 

【報告第５号】平成２３年度三木市立幼稚園入園料及び保育料の減額の

決定について 

○ 穂積学校教育課長が説明した。 

 

報告第５号は、三木市教育委員会会議規則第７条第１項ただし

書きの規定により秘密会として審議したため、同規則第３２条の

規定により、内容については記載しない。 

 

里見委員長が、報告第５号について採決を行い、全員一致で原

案のとおり承認された。 

 

里見委員長が、議案第１１号及び議案第１２号を一括審議する

ことについて諮り、全員一致で了承された。 

 

【議案第１１号】三木市教育委員会職員の任免等について 

○ 清水教育総務課長が説明した。 

 

議案第１１号は、三木市教育委員会会議規則第７条第１項ただ

し書きの規定により秘密会として審議したため、同規則第３２条

の規定により、内容については記載しない。 

 

【議案第１２号】三木市美術館協議会委員の委嘱について 

○ 松村文化スポーツ振興課長が次のように説明した。 
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推薦団体の役員改選により、委員のうち１人を新たに委嘱しよ

うとするものである。 

任期は、前任者の残任期間であり、平成２３年８月１日から平

成２４年４月３０日までである。 

 

議案第１２号は、三木市教育委員会会議規則第７条第１項ただ

し書きの規定により秘密会として審議したため、同規則第３２条

の規定により、審議内容等については記載しない。 

 

里見委員長が、議案第１１号及び議案第１２号について一括採

決を行い、いずれも、全員一致で原案のとおり可決された。 

 

【協議事項４】教育委員会の点検・評価報告書（案）について 

○ 清水教育総務課長が説明した。 

 

協議事項４は、三木市教育委員会会議規則第７条第１項ただし

書きの規定により秘密会として審議したため、同規則第３２条の

規定により、内容については記載しない。 

 

７ 閉  会 

里見委員長が、平成２３年７月三木市教育委員会定例会の閉会を宣言

した。 

 


